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、

　放火（放火の疑いを含む、以下同じ。）による火災は、昭和 35 年から昭和 51 年までは、

たばこに次いで出火原因の第２位でしたが、昭和 52 年から出火原因の第１位となっています。

　平成 28 年中の火災件数は 881 件で、前年と比べて 146 件減少し、平成 19 年 (1,852 件 )

と比べると火災件数はおよそ 52.4％減少しています。
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構 造・用 途 その他 1/0　駐輪場 1階・屋内駐輪場

　23 時台から４時台までの火災件数に対する放火火災の占める割合は高く、３割前後を推移

しています。

　この火災は、屋内駐輪場のオートバイから出火したものです。

　会社から帰宅途上の女性が駐輪場前を通りかかったとき、駐輪場の奥の方が明るいこと

を不審に思い近づいたところ、花火のような光を発見しました。

　出火原因は、何者かが何らかの火源を使用してオートバイのボディカバーに放火したも

のです。同一地域内でダンボールやポスターが燃える火災が、当日だけで６件発生してい

ます。
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地域別放火火災の発生状況
　特別区と多摩地区に分けて上位 10 区市をみたのが表 2-1-5 です。

特別区での放火火災の件数を区ごとにみると､100 件以上発生した区はなく、最も多いのは

足立区で 77 件となっています。多摩地区でも、100 件以上発生した市町村はなく、最も多いの

は町田市で 41 件発生しています。

　放火による出火率（人口１万人あたりの放火件数）をみると、特別区における出火率の平均は

0.75 件、多摩地区における出火率の平均は 0.84 件となっており、件数の多い足立区は 1.1 件、

町田市では１件となっています。出火率が最も高いのは、特別区では足立区が 1.1 件、多摩地区

では狛江市が 2.4 件となっています。
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では狛江市が 2.4 件となっています。
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㎡ ㎡

28 年

　放火火災の発生件数及び全体火災件数に占める放火火災の割合は年々減少傾向にあります

が、平成 28 年中の連続放火は７件発生しており、依然として人命危険は潜んでいます。

　夜間にごみ出しをしない、夜間警戒を行う等の活動を行い、地域住民が一体となって放火

させない街をつくっていくことが重要です。



㎡ ㎡

28 年
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５

建物部分焼１棟、建物ぼや１棟　計２棟５㎡ 等焼損

　この火災は、住宅の２階ベランダから出火した火災です。

　出火原因は、火種の残ったたばこの吸い殻を、ベランダに散乱したごみくず内の空き缶の上

に置いたため、時間の経過とともに周囲のごみくずに着火して出火したものです。

　近隣の住民が焦げ臭いにおいに気付き、自宅の窓を開放したところ、煙と炎が立ち上がって

いるのを発見し、自宅の固定電話から 119 番通報を行いました。

　出火時火元者は不在で、初期消火は行われていません。



５
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　建物から出火した火災のうち、経過別の喫煙時の状況をみたのが表 2-2-4 です。

　喫煙時の状況が判明した火災は 284 件で、喫煙時の状況をみると､「外出時」が 62 件

（21.8％）で最も多く、次いで「就寝時」が 49 件（17.3％）、「休憩中」が 43 件（15.1％）

などとなっています。

　「外出時」の 62 件について、出火に至る経過をみると、灰皿の吸い殻をごみ入れに捨てたこ

とにより、ごみくずなどに着火して火災になるなどの「不適当な処に捨てる」が 38 件（61.3％）

で６割を超えています。

　建物から出火した火災で経過別に出火箇所をみたのが表 2-2-3 です。

　経過別では、「不適当な処に捨てる」が 187 件（55.8％）、「火源が落下する」が 146 件（43.6％）

などとなっており、「不適当な処に捨てる」が６割近くを占めています。

　「不適当な処に捨てる」は、吸い殻で一杯の灰皿等へ火種の残ったたばこを捨てたり、ご

み箱やごみ袋へ捨てたことによって火災となったものです。「不適当な処に捨てる」の出火

箇所は「居室」が 49 件（26.2％）で最も多く、次いで「ベランダ」が 42 件（22.5％）、「廊下・

階段等」が 18 件（9.6％）などとなっています。

　「火源が落下する」は、喫煙中の火種が布団や紙類等の可燃物上に落下して火災となった

ものです。火災に至る布団は綿が使用されているものが多く、一旦布団の上にたばこが落ち

ると、炎を出さず燻る無炎燃焼を継続し、その後、有炎現象となり出火します。

　「火源が落下する」のうち、出火箇所は「居室」が 117 件（80.1％）で最も多く、全体の

８割を超えています。次いで「ベランダ」が９件（6.2％）、「キッチン等」が５件（3.4％）

などとなっています。
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たばこ火災は、個人の意識やちょっとした工夫により、未然に防ぐことができる火災です。

吸い殻を水に浸す、ポイ捨てをしない等のちょっとした配慮は、自分だけではなく、周りの環

境を変える力も持っています。適切なマナーは、火災予防にもつながります。

・



　たばこ火災は、個人の意識やちょっとした工夫により、未然に防ぐことができる火災です。

吸い殻を水に浸す、ポイ捨てをしない等のちょっとした配慮は、自分だけではなく、周りの環

境を変える力も持っています。適切なマナーは、火災予防にもつながります。

第
２
章



　時間別に発生状況をみると、15 時台が７件（21.2％）で最も多く、次いで 16 時台と 17 時

台が各６件（18.2％）などとなっています。



　時間別に発生状況をみると、15 時台が７件（21.2％）で最も多く、次いで 16 時台と 17 時

台が各６件（18.2％）などとなっています。
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ライターによる建物火災の件数は前年と比べて1.5倍増加しました。

ライターによる火災の負傷者数は前年と比べて３倍近く増加しました。
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半数

最近５年間の 19 歳以下の未成年が行為者の花火による火災は 30 件で、行為者全体の８割

近くを占めています。



半数
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　19 歳以下の未成年の合計は 30 件となり、行為者の８割近く（76.9％）を占めています。
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　電気設備機器関係の火災の出火要因について図 2-6-2 をみると、「維持管理不適」が最も

多く 504 件（47.9％）となっており､｢取扱方法不良｣が 223 件（21.2％）、「取扱位置不適」

が 56 件（5.3％）、などとなっています。
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工業関連設備機器の火災は 12 件（2.0％）発生しています。内訳は、「ガスバーナ」、

「ガス切断器」が各５件（41.7％）で最も多く、次いで「ボイラ」、「ガス溶接器」が各１

件（8.3％）となっており、経過別にみると「引火する」が５件（41.7％）、「接炎する」、

「考え違いにより使用を誤る」、「誤ってスイッチが入る（入れる）」が各１件（8.3％）など

となっています。



　工業関連設備機器の火災は 12 件（2.0％）発生しています。内訳は、「ガスバーナ」、

「ガス切断器」が各５件（41.7％）で最も多く、次いで「ボイラ」、「ガス溶接器」が各１

件（8.3％）となっており、経過別にみると「引火する」が５件（41.7％）、「接炎する」、

「考え違いにより使用を誤る」、「誤ってスイッチが入る（入れる）」が各１件（8.3％）など

となっています。
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耐火造 6/0　複合用途（共同住宅・事務所等）
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